
■教育委員会教育長の任命（任期：３年）

　秋　山　正　毅　氏（再任）矢島地域川辺

■教育委員会委員（任期：４年）

　桑　山　明　久　氏（再任）岩城地域二古

■固定資産評価審査委員会委員（任期：３年）

　澤　田　宣　夫　氏（再任）本荘地域石脇

　斎　藤　弘　隆　氏（再任）本荘地域一番堰

　伊　藤　鋭　一　氏（新任）大内地域長坂

■農業委員会委員（任期：３年）

　佐々木　純　一　氏（再任）本荘地域赤田

　菅　原　文　克　氏（新任）本荘地域大沢

　佐　藤　系　悦　氏（再任）矢島地域荒沢

　佐々木　知　榮　氏（再任）矢島地域川辺

　佐　藤　秀　孝　氏（再任）鳥海地域下直根

　佐　藤　源　樹　氏（新任）鳥海地域上笹子

　佐　藤　喜　勝　氏（再任）岩城地域道川

　冨　樫　公　一　氏（再任）本荘地域薬師堂

　吉　尾　麻　美　氏（新任）岩城地域滝俣

　佐　藤　　　順　氏（新任）由利地域黒沢

　庄　司　和　夫　氏（再任）由利地域飯沢

　石　井　　　勲　氏（再任）大内地域岩谷麓

　小　松　幸　夫　氏（再任）大内地域小栗山

　大　瀧　浪　雄　氏（再任）本荘地域芦川

　岡　部　五一郎　氏（再任）本荘地域鮎瀬

　伊　藤　直　子　氏（新任）大内地域岩谷町

　齋　藤　　　誠　氏（再任）西目地域西目

　佐　藤　　　崇　氏（再任）鳥海地域栗沢

　小　松　　　健　氏（新任）東由利地域老方

　小　野　晃　一　氏（新任）東由利地域舘合

　伊　藤　　　剛　氏（新任）由利地域山本

　畑　山　留美子　氏（再任）矢島地域七日町

　加　藤　三　敏　氏（新任）大内地域中俣

　佐々木　　　亨　氏（再任）大内地域加賀沢
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陳 情 結 果

採　　択

○陳情第３号

　教職員定数改善と義務教育費国庫負担割合２分の１

　復元を図るための、2021年度政府予算に係る意見

　書提出についての陳情

秋田県教職員組合　執行委員長　櫻田　憂子

秋田県教職員組合本荘由利支部　　　　　　

　支部長　三浦　春道

意　 見 　書

継続審査

○陳情第２号

　公立学校に１年単位の変形労働時間制を導入する

　条例制定に反対する意見書提出についての陳情

秋田県春闘共闘懇談会　代表委員　石川　洋基

秋田県労働組合総連合　　　議長　加賀屋俊悦

陳　情 意見書送付先

第３号 衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・総務大臣・財務大臣・文部科学大臣

採択された陳情第３号は、各関係大臣に「意見書」として提出されております。

5月臨時会5月臨時会

6月臨時会6月臨時会

●減債基金費（令和元年度）　　　　　３億円

●地域雇用創出推進基金費（令和元年度）２億円

●プレミアム付商品券事業費（令和元年度）

△７８７２万９千円

●中小企業融資あっせん事業費（令和２年度）

 　　１２００万円

●特別定額給付金給付事業費（事務費）

　（令和２年度）　　　　　　５１９３万７千円

補正予算専決処分報告（主なもの） 承認
●税条例等の一部を改正する条例

●国民健康保険税条例の一部を改正する条例

条例専決処分報告（主なもの） 承認

●特別定額給付金給付事業費（給付費）
 ７５億６２００万円

●地域商業振興事業費　　　２億５０１０万円

●社会福祉施設等感染症対策事業補助金
３０００万円

●感染症予防対策費　　　　１９９８万３千円

補正予算（主なもの） 可決

●保育士等慰労金給付事業　　　３３８０万円

●ひとり親世帯臨時特別給付金事業

７８１９万９千円

●新生児臨時給付金事業　　　　３４００万円

●新型コロナ対策支援金給付事業【第３弾】

１億５万円

補正予算（主なもの） 可決

人　事　案　件 同意
あき やま まさ き

くわ やま あけ ひさ

さわ た のぶ お

さい とう ひろ たか

い とう えい いち

さ さ き じゅん いち

すが わら ふみ かつ

さ とう けい えつ

さ さ き とも えい

さ とう ひで たか

さ とう よし き

さ とう よし かつ

と がし こう いち

よし お ま み

さ とう じゅん

しょう じ かず お

いし い いさお

こ まつ ゆき お

おお たき なみ お

おか べ ご ろういち

い とう なお こ

さい とう まこと

さ とう たかし

こ まつ けん

お の こう いち

い とう ごう

はた やま る こみ

か とう みつ とし

さ さ き とおる

●帰国者・接触者外来設置条例の制定

　新型コロナウイルス感染症が疑われる患者の検

　査を行うために設置するもの。

●特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関

　する条例の一部改正

　給料月額を期間を定めて減額するもの。

●国民健康保険税条例の一部改正

　新型コロナウイルス感染症の影響による国民健

　康保険税の減免措置に関する事項を定めるもの。

●鳥海山木のおもちゃ美術館基金条例の一部改正

　基金に積み立てる額の財源を整理するもの。

条例関係（主なもの） 可決

◆物品（小型動力ポンプ付積載車）

　購入契約の締結

　東由利地域、鳥海地域の消防団に配備する小型

　動力ポンプ付積載車４台を購入するもの。

　契約金額：３６２１万２千円

　契約の相手方：株式会社　タカギ

　　　　　　　　代表取締役　髙橋　征宏

◆物品（除雪グレーダ１台）購入契約の締結

　本荘地域へ配備するために購入するもの。

　契約金額：３１４６万円（4.0ｍ級）

　契約の相手方：コマツ秋田株式会社　由利支店

　　　　　　　　支店長　松田　耕治

◆西目カントリーパークサッカー場人工芝化改修工事

　請負契約の締結

　サッカー場を人工芝に改修する工事請負契約を

　締結するもの。

　契約金額：２億２５５０万円

　契約の相手方：

　　日本フィールド・村岡特定建設工事共同企業体

　　代表者　日本フィールドシステム株式会社

東北支店秋田営業所　所長　佐藤　勝男

◆本荘北中学校大規模改修工事請負契約の締結

　校舎の長寿命化を図るため校舎棟を中心とした

　大規模改修工事および駐車場を整備するもの。

　契約金額：４億８２３５万円

　契約の相手方：

　　村岡・長田・塚本特定建設工事共同企業体

　　代表者　村岡建設工業株式会社

　　　　　　代表取締役　村岡　兼幸

契　約　案　件 可決

6月定例会6月定例会

●福祉事務所設置条例の一部を改正する条例

●働く婦人の家条例の一部を改正する条例

条　例　関　係 可決
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10P 佐々木隆一（日本共産党）

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

６月定例会では、８人の議員が質問に立ちました。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

１．「地上イージス」配備計画の撤回を

２．国民健康保険税について

３．高年齢者雇用安定法について

４．農作業の安全対策について

５．会計年度任用職員について

６．臨時職員の交通事故の労災認定について

７．教育行政について

８．学童保育と教育委員会は連携を

11P 佐々木茂（市民創風）
１．新型コロナウイルスへの市の対応

２．本市での知的・精神障害者雇用について

３．子どもの貧困対策

４．森林経営管理事業について

５．国際交流の推進について

12P 阿部十全（無所属）
１．総合防災公園について

２．新型コロナウイルス終息後の将来ビジョ

ンについて

３．風力発電について

14P 正木修一（無所属）
１．新型コロナウイルス感染症による影響と

対策について

２．学校一斉臨時休校で生じた教育課程の補

充について

３．次代を担う農業者の育成について

４．第三セクターへの経営支援について

12P 吉田朋子（高志会）
１．男女共同参画社会の推進について

２．障がい者対策について

３．高齢運転者の事故を防ぐには

４．本荘地区敬老会について

５．石脇地区道路見直し計画について

６．ボートプラザ「アクアパル」を北前船、ジオ

ガイドの拠点にできないか

13P 今野英元（社会民主党）
１．由利本荘市の風力発電事業

２．新型コロナウイルス感染症対策

３．農業集落排水施設の保守点検と「平成３１

年度歳出予算整理簿」について

４．スポーツ施設等の予約システムについて

一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

11P 小松浩一（高志会）
１．由利本荘市新創造ビジョン後期基本計画

の推進について

２．地域コミュニティー活性化の取り組みに

ついて

３．会計年度任用職員制度の運用について

４．現在及び今後の学校教育の課題に対して

の取り組みについて

佐々木隆一
（日本共産党）

新
屋
へ
の
配
備
断
念
に
つ
い

て
、
知
事
は
政
府
か
ら
の
連
絡

は
な
い
と
し
、
防
衛
大
臣
も
否
定
し
て

い
る
。

　
防
衛
省
か
ら
本
市
に
連
絡
や
情
報
提

供
が
な
く
、
市
と
し
て
は
５
月
末
の
再

調
査
結
果
を
見
極
め
て
い
き
た
い
。
イ

ー
ジ
ス
の
配
備
に
つ
い
て
、
防
衛
は
国

の
専
権
事
項
で
申
し
上
げ
る
立
場
に
な

い
。 答

政
府
は
地
上
イ
ー
ジ
ス
の
新
屋

へ
の
配
備
を
断
念
し
た
が
安
倍

政
権
は
配
備
計
画
を
諦
め
よ
う
と
し
て

い
な
い
。
防
衛
省
は
本
市
を
含
め
た
青

森
、
山
形
と
西
日
本
に
配
備
す
る
と
し

て
い
る
。

　秋
田
県
内
２２
議
会
が
反
対
決
議
を
採

択
し
て
い
る
。
市
長
は
断
固
反
対
し
撤

回
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

問 「
地
上
イ
ー
ジ
ス
」

　
　
　配
備
計
画
の
撤
回
を

会
計
年
度
任
用
職
員
は
原
則
パ

ー
ト
タ
イ
ム
と
し
、
任
用
期
間

が
６
カ
月
を
超
え
る
職
員
に
は
期
末
手

当
を
支
給
す
る
。
今
年
の
非
正
規
職
員

数
は
４
７
２
人
、
比
率
は
３２
％
で
あ
る
。

　
今
後
も
業
務
の
効
率
化
に
取
り
組

み
、
機
構
の
ス
リ
ム
化
な
ど
の
事
務
執

行
体
制
の
整
備
を
図
り
な
が
ら
適
正
な

定
員
管
理
を
進
め
て
い
く
。

答

地
方
公
務
員
法
な
ど
が
改
定
さ

れ
、
会
計
年
度
任
用
職
員
（
非

正
規
職
員
）
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善
は
一
部
、
期

末
手
当
が
あ
る
も
の
の
同
一
賃
金
、
同

一
労
働
と
は
程
遠
く
、
格
差
が
固
定
化

さ
れ
る
と
の
批
判
が
あ
る
。

　会
計
年
度
任
用
職
員
の
現
状
と
待
遇

改
善
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
は
。

問 会
計
年
度
任
用
職
員
の

　待
遇
改
善
を
検
討
す
べ
き

13P 佐藤義之（高志会）
１．水道事業第２次施設整備計画について

２．水道事業の広域化推進について

３．鳥海山観光ビジョンについて 

４．ＣＡＴＶによる消えゆく百宅集落と鳥海ダ

ム建設の放送等の企画について

５．矢島小学校校地に建立されている斎藤佳

三先生の歌碑（記念碑）について

陸上配備イージスシステム

左から  湊貴信議員、髙橋和子議員、佐藤勇議員、三浦晃議員、渡部聖一議員

　書面開催により実施された第９６回全国市議会議長会定期総会において、永年にわたる市政の

振興に尽力された市議会議員としての功績が認められ、５人の議員が表彰されました。

永 年 勤 続 議 員 表 彰

●在職２０年以上

　　佐　藤　　　勇　氏
●在職１５年以上

　　髙　橋　和　子　氏
●在職１０年以上

　　三　浦　　　晃　氏
　　湊　　　貴　信　氏
　　渡　部　聖　一　氏

市消防力検討委員会を設置

問 　具体的には何を検討するのか。

答 　第四次行政改革大綱に基づき、矢島消防

署のあり方も含めた組織と、職員体制の見直

しを消防本部内での検討だけでなく、別の視

点から広く意見をいただくために、市内の有識

者や各組織の代表の方々に検討していただく。

　消防組織の再編について検討します。

総

答 　現在の配水管を、河川と並行している市道

沿いから今後の配水計画などを考慮し、大倉

沢集落側へ迂回し移設することとする。また、

これに伴う工事費の概算額は約４６００万円で

あり、そのうち県からの補償額は約１４６万円

を見込んでいる。なお、今後補償額について

は工事内容により増額もあり得る。

問 　布設替え工事の概要は。

　徳沢橋付近の配水管布設替えの計画が示され
ました。

芋川河川改修工事に伴う
配水管布設替工事

建

配水管布設替工事予定の徳沢橋付近

由利本荘市議会だより  第61号（6月定例会）11

ここが聞きたい
一 般 質 問

平
成
２９
年
度
の
農
業
委
員
会
調

査
か
ら
も
、
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
な
ど
に
よ
り
、
今
後
も
農
業
者
数

の
減
少
傾
向
は
続
き
、
そ
れ
に
伴
い
不

作
付
地
は
発
生
し
て
い
く
と
捉
え
て
い

る
。 答

昨
年
度
か
ら
本
荘
地
域
の
松
ヶ

崎
地
区
、
今
年
度
か
ら
矢
島
地

域
の
小
板
戸
地
区
に
お
い
て
、
圃
場
整

備
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鳥
海

地
域
の
笹
子
地
区
や
直
根
地
区
、
西
目

地
域
で
の
圃
場
整
備
実
施
に
向
け
た
話

し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
。

答

昨
年
度
訪
問
し
た
東
京
大
学
の

産
学
協
創
推
進
本
部
に
お
け
る

ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
の
取
り
組
み
事
例
を

参
考
に
、
県
立
大
学
と
地
域
企
業
に
よ

る
共
同
研
究
の
事
業
化
を
推
進
し
て
い

く
。

　
ま
た
、
現
在
「
産
学
協
同
セ
ン
タ
ー
」

の
空
き
フ
ロ
ア
を
、
起
業
を
目
指
す
方

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
く
準
備
を
し
て
い
る
。
加

え
て
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
常

駐
す
る
強
み
を
活
か
し
、
本
荘
由
利
テ

ク
ノ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
新
事

業
・
地
域
産
業
の
創
出
に
努
め
て
い
く
。

答

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

　
　
　
　活
性
化
に
つ
い
て

小松浩一
（高志会）

6由利本荘市議会だより  令和２年／2020年8月1日発行

４月２７日に設置された総合相談室

「
本
荘
由
利
産
学
共
同
セ
ン
タ
ー
」

の
機
能
強
化
を
ど
の
よ
う
に
図

り
、新
た
な
地
域
産
業
を
創
出
す
る
の
か
。

問 新
た
な
地
域
産
業
創
造
の
た
め
の

産
学
官
金
連
携
事
業
に
つ
い
て

今
後
の
離
農
傾
向
を
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

問 離
農
傾
向
へ
の
対
応
と

「
攻
め
の
農
業
・
畜
産
業
の
実
現
」

　
　
　へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

佐々木茂
（市民創風）

５
月
２７
日
ま
で
に
２
５
７
７
件

の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
ほ
と

ん
ど
が
「
特
別
定
額
給
付
金
」
の
申
請

手
続
き
に
関
す
る
内
容
で
、
２
５
１
６

件
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
は
、
市
の
独
自

支
援
策
で
あ
る
「
飲
食
業
や
宿
泊
業
な

ど
に
対
す
る
支
援
金
」
や
、「
県
の
休

業
要
請
等
に
対
す
る
協
力
金
」
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
で
あ
り
、
感
染
症
に
対

す
る
不
安
の
相
談
も
あ
っ
た
。

答 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

　
　
　市
の
対
応
に
つ
い
て

本
市
で
は
、
準
要
保
護
認
定
者

数
を
指
標
に
把
握
し
て
お
り
、

５
月
２７
日
時
点
で
５
３
６
人
い
る
。
平

成
２９
年
に
策
定
し
た
「
子
ど
も
の
生
活

応
援
計
画
」
に
よ
り
、
家
庭
環
境
に
左

右
さ
れ
な
い
「
教
育
の
支
援
」、
生
活

の
安
定
を
図
る
上
で
重
要
な
「
保
護
者

に
対
す
る
就
労
支
援
」、
世
帯
の
生
活

基
盤
を
支
え
る
「
経
済
的
支
援
」
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

答

本
市
に
は
貧
困
家
庭
は
あ
る

か
。
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
対
応

を
と
る
か
。

問 子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

　
　
　
　
　
　
　
　つ
い
て

市
で
は
、
総
合
相
談
室
を
設
置

し
た
が
、
市
民
か
ら
の
相
談
の

内
容
と
そ
の
件
数
は
。

問

現
在
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

へ
の
支
援
と
し
て
児
童
扶
養
手

当
支
給
、
保
育
料
助
成
拡
充
、
学
童
ク

ラ
ブ
利
用
料
の
減
額
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

　
国
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
限
ら
ず
、

児
童
手
当
対
象
の
子
ど
も
に
１
万
円
を

支
給
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

市
で
は
困
窮
す
る
大
学
生
で
「
由
利
本

荘
市
奨
学
資
金
」
利
用
者
に
は
、
１
年

間
の
返
還
猶
予
を
行
う
。

答

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
へ
の
特
別

支
援
を
検
討
し
て
、
実
施
す
べ

き
で
は
。

問

農
地
集
積
は
進
ん
で
い
る
の

か
。

問

本
年
度
よ
り
３
カ
年
に
わ
た
り

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
生
活
圏
形

成
事
業
」
を
実
施
す
る
。

　
概
ね
旧
小
学
校
区
の
範
囲
に
お
い

て
、
若
者
や
女
性
な
ど
の
声
を
活
か
し

な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
の
行
動
計
画
を

作
成
す
る
事
業
で
あ
る
。
本
事
業
が
機

能
す
れ
ば
全
体
に
広
げ
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
得
る
。

答

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
性
化

に
向
け
て
話
し
合
え
る
組
織
づ

く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。 問

街路灯（防犯灯）整備事業

問 　今回の整備内容とその目的は。

答 　由利本荘市全域からの要望や学校からの

要望をふまえ、４１４基（既設灯撤去７５基

含む）の防犯灯（ＬＥＤ）を設置するとと

もに、老朽化した防犯灯支柱１６基の交換

も行う。これにより下校時の児童・生徒は

もとより、市民の安全面の向上が図られる。

 街路灯（防犯灯）の整備事業に７３００万円を

計上しました。 建

防犯灯新設予定の国道１０８号（薬師堂～玉ノ池）

答 　市が施設を持ちながら民間事業者が維持

管理および運営を併せて行う※ＩＲＵ契約

や、指定管理者などによる運営への移行と、

管理、番組制作といった業務ごとの委託の

拡大を検討する。

※ＩＲＵ契約…通信回線などの貸借契約の

　一つで、設置者（由利本荘市）と利用

　者（電気通信事業者など）の双方の合

　意がない限り契約を破棄することができ

　ない契約。

問 　譲渡の内容をどのように変えるのか。

　民間事業者への譲渡に関する公募に申請はあ

りませんでした。

ＣＡＴＶ民間移行推進計画の
修正

総

新山小学校の改築計画

問 　改築計画と工期は。

答 　基本的に仮設校舎が不要で、工事中もグ

ラウンドが使用できるように、現校舎を一

部解体しながら新校舎を建設する計画で、

１期工事は主に普通教室を、２期工事は管

理諸室、特別教室、プレイルームなどを工

事する。

　駐車場拡張も含め全体工期は約５年の計

画で、本年度は実施設計を行う。

　現校舎とグラウンドを使用しながら改築します。

教

基本設計終了（令和２年３月）時点の完成予想図

市分譲宅地の価格改定

問 　価格改定の理由は。

答 　本市では岩城、由利、東由利、西目、鳥

海の５地域６カ所において宅地分譲を行って

いるが、合計５５区画が未販売となっている。

分譲宅地の販売促進とさらなる定住の促進

を目的として、平成２９年の価格見直しから

３年後となる令和２年６月より路線価の下落

率に即した改定を行った。

　分譲宅地の価格を下げました。

総
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ここが聞きたい
一 般 質 問

阿部十全
（無所属）

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
と
訓

練
は
。

昨
年
１２
月
由
利
本
荘
総
合
防
災

公
園
は
、
秋
田
県
よ
り
広
域
防

災
拠
点
と
し
て
の
指
定
を
受
け
た
。

  

こ
れ
は
、
多
目
的
広
場
や
駐
車
場
が

警
察
、
消
防
、
自
衛
隊
な
ど
の
災
害
救

援
部
隊
の
集
結
場
所
及
び
活
動
拠
点
と

な
り
得
る
こ
と
。
ま
た
、ナ
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
が
救
援
物
資
の
受
け
入
れ
、
仕
分
け
、

保
管
及
び
配
送
な
ど
が
行
え
る
機
能
を

有
し
、
市
内
外
へ
の
輸
送
の
拠
点
に
な

り
得
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。

  

な
お
、 
訓
練
面
で
は
広
域
救
援
を
行

う
こ
と
を
想
定
し
た
図
上
訓
練
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
主
体
と
な
る
国

や
県
の
訓
練
計
画
な
ど
を
確
認
し
、
実

施
す
る
場
合
の
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

総
合
防
災
公
園
に
つ
い
て

問答

洋
上
風
車
建
設
の
正
当
性
と
裏

付
け
に
つ
い
て
。

国
内
初
の
大
規
模
計
画
で
、
日

本
近
海
の
厳
し
い
自
然
条
件
に

適
応
で
き
る
審
査
基
準
を
満
た
し
た
上

で
、
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
市
と
し
て
は
、
地
球
温
暖
化
の
抑
制
、

石
炭
火
力
や
原
子
力
発
電
へ
の
依
存
度

低
減
と
併
せ
、
今
後
と
も
法
に
の
っ
と

り
国
の
施
策
に
協
力
し
て
い
く
。

風
力
発
電
に
つ
い
て

問答

事
態
終
息
時
期
と
、
取
り
組
み

は
。

治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が

不
可
欠
で
、
息
の
長
い
取
り
組

み
が
必
要
。

　
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
に
描
い
た
市
の
将

来
像
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
変
更
の
必
要
性
は

無
い
と
考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
終
息
後
の

　将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

問答

吉田朋子
（高志会）

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
踏
ま
え
た
男

女
平
等
に
向
け
委
員
構
成
比
を

同
等
に
。審

議
会
や
各
種
委
員
会
へ
の
女

性
参
画
の
推
進
を
施
策
に
掲

げ
、
令
和
６
年
度
の
参
画
割
合
３０
％
を

目
標
値
に
設
定
し
た
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

問

高
齢
運
転
者
事
故
対
応
策
と
し

て
、
本
市
で
も
急
発
進
防
止
装

置
の
補
助
金
創
設
を
検
討
で
き
な
い
か
。

高
齢
運
転
者
の
事
故
を

　
　
　
　
　
　
　防
ぐ
に
は

問

答

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入

は
多
様
性
の
時
代
に
向
け
整
備

す
べ
き
。導

入
自
治
体
の
事
例
を
研
究

し
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
る
。

問答

多
様
な
性
を
生
き
る
人
の
た
め

の
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
必
要
。

我
が
家
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
訂
を
予
定
し
て
い
る
。
性
と

人
権
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
エ
ス
ト
）
の

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
参
考
に
す
る
。

問答

住
民
説
明
会
や
そ
の
後
の
予
定

は
。

住
民
説
明
会
は
、
都
市
計
画
道

路
全
体
の
見
直
し
計
画
と
合
わ

せ
て
本
荘
地
域
３
会
場
で
開
催
予
定
。

そ
の
後
、
由
利
本
荘
市
都
市
計
画
審
議

会
委
員
１４
人
で
審
議
す
る
。

石
脇
地
区
道
路
見
直
し
計
画
は

問答

北
前
船
、
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
の

展
示
物
を
集
約
し
、
見
る
、
聞

く
、
体
験
で
き
る
拠
点
が
必
要
で
あ
る
。

北
前
船
や
ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
の

内
容
を
盛
り
込
み
、
研
修
で
き

る
場
と
な
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し

て
い
く
。

ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ

「
ア
ク
ア
パ
ル
」
を
北
前
船
、

ジ
オ
ガ
イ
ド
の
拠
点
に

問答

国
で
は
本
年
度
か
ら
「
サ
ポ

カ
ー
補
助
金
制
度
」
を
創
設
し

た
。
運
転
を
継
続
希
望
す
る
方
に
補
助

制
度
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

答

広域の避難所となる総合防災公園

答 　市内の保育所、認定こども園、認可外保
育所、放課後児童クラブの従事者で、正職
員に５万円、パート職員などに３万円を慰労
金として給付する。

問 　誰が給付の対象か。

　市単独事業として給付します。

児童福祉施設等従事者
慰労金給付事業

教

答 　子育てと仕事を一人で担うひとり親世帯
に、大きな困難が心身に生じていることを
踏まえ、負担の増加や収入の減少に対する
支援として、児童扶養手当受給世帯に１世
帯あたり５万円、第２子以降に３万円を追
加、さらに収入減少世帯に５万円を追加給
付する。

問 　なぜ、誰に給付するのか。

　国の事業として給付します。

ひとり親世帯
臨時特別給付金事業

教

答 　新型コロナウイルス感染症対策として、３

月１日から４月２４日までの期間の集客の減

少などの影響分を支援する補助金や、時短

営業・休業要請した４月２５日から５月１０

日までの期間に対して、補償補填金などを

支払う。

問 　補償補填金などの支払いの対象期間は。

　新型コロナウイルス感染症対策の実施に補償

補填金などを支払うものです。

第三セクター、
指定管理施設支援事業

産

ＧＩＧＡスクール構想

問 　導入計画の内容は。

答 　文部科学省は、新型コロナによる休校の

長期化を踏まえ、構想の実施を前倒しした。

　本市では、本年度中にタブレット端末を

４１０５台購入し、全小中学校の生徒１人に１

台導入する。

　小中学校の生徒にタブレット端末を１人１台ず

つ導入します。 教

新生児臨時給付金事業

問 　該当する新生児の条件は。

答 　国の定額給付金の対象外新生児で、令和

２年４月２８日から令和３年４月１日までに生

まれた子どもに１０万円を給付する。

　市単独事業として給付します。 教

答 　これまでの実績として、月平均５０頭前後
の販売となっている。枝肉価格の下落など
で、販売額の低下が続き経営が悪化してい
る肥育農家に、１頭２万円を補助しようとす
るもので、１２００万円を補正額とした。

問 　事業費と根拠は。

　市内肥育農家に対し、標準的販売額が標準的
生産費を下回った場合補助されます。

肉用牛肥育経営緊急支援
事業費補助金

産

消費停滞の秋田由利牛

エ
ス 

デ
ィ
ー
　 

ジ
ー  

　ズ

※
エ
ス 

デ
ィ
ー

　

 

ジ
ー  

　ズ

※

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」…

国
連
が
提
唱
す

　る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
１７
達

　成
目
標

子育て世帯へ臨時特別給付金

問 　子どもがいる世帯へ、市でも支援を。

答 　国では、子育て世帯へ１人１万円の特別給

付を決めた。

　本市でも、令和２年３月時点で中学生以下

の７８１５人を対象に１人１万円を給付するこ

ととした。

　国と合わせ、市独自でも給付します。

教
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ここが聞きたい
一 般 質 問

現
在
、
本
市
沖
で
計
画
さ
れ
て

い
る
洋
上
風
力
の
発
電
施
設

は
、
国
内
初
で
最
大
級
の
規
模
だ
。

　
事
業
者
に
と
っ
て
も
経
験
、
知
見
の

な
い
も
の
だ
。
洋
上
風
力
発
電
を
主
対

象
と
し
、
市
民
の
安
全
性
の
確
保
、
住

宅
ま
で
の
距
離
、
景
観
、
低
周
波
音
、

電
波
障
害
な
ど
に
対
し
て
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
す
る
べ
き
だ
。

こ
れ
ま
で
市
に
は
「
手
続
き
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
「
小
形
風
力

建
設
等
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
二
つ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
る
。
本
年
３
月
議
会

で
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
と
答
弁
し

た
。　見

直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
市
域
と

な
っ
て
い
な
い
一
般
海
域
の
取
り
扱
い

を
含
め
、
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏

ま
え
て
継
続
的
に
検
討
す
る
。

問答

平
成
２７
年
か
ら
の
資
料
を
確
認

す
る
と
、
工
事
件
数
４
６
９
件
、

受
注
業
者
数
５７
事
業
者
、
支
払
金
額
は

約
１
億
５
７
４
５
万
円
余
り
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
各
維
持
管
理
業
者
か
ら

出
さ
れ
た
「
業
務
報
告
書
」
で
は
、
立

ち
会
い
記
録
が
確
認
さ
れ
た
の
は
３
件

だ
け
だ
っ
た
。
立
ち
会
い
を
行
っ
て
い

な
い
件
数
の
全
体
の
把
握
は
困
難
で
あ

る
。 答

規
格
外
、

国
内
初
の
洋
上
風
力
発
電

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を

今野英元
（社会民主党）

農
業
集
落
排
水
施
設
の
電
気
、

機
械
設
備
の
修
理
が
必
要
な
場

合
、
保
守
点
検
業
者
の
立
ち
会
い
が
必

要
と
な
る
。

　
し
か
し
、
平
成
３１
年
４
月
〜
７
月
に

立
ち
会
い
の
な
い
工
事
が
１５
件
あ
り
、

８
事
業
者
、
支
払
金
額
が
約
５
７
４
万

円
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
の
立
ち
会
い
の

な
い
工
事
件
数
は
。

問 保
守
点
検
業
者
の
立
ち
会
い

　
　
　の
な
い
工
事
件
数
は

佐藤義之
（高志会）

災
害
時
の
大
事
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

で
も
あ
り
、
い
ざ
災
害
で
被
災
し

た
場
合
な
ど
で
は
、
復
旧
に
掛
か
る
時

間
と
日
数
が
大
き
く
、
市
民
生
活
や
経

済
活
動
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
恐
れ

の
あ
る
基
幹
管
路
の
耐
震
化
の
計
画
は
。

令
和
元
年
度
は
、
黒
森
川
貯
水

池
と
浄
水
場
を
結
ぶ
基
幹
管
路

で
あ
る
「
導
水
管
の
更
新
工
事
」
に
向

け
、
実
施
設
計
業
務
委
託
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
の
計
画
は
、
黒
森

川
貯
水
池
か
ら
の
導
水
管
更
新
工
事

や
、
鳥
海
ダ
ム
利
水
計
画
整
備
事
業
に

よ
る
送
水
管
の
布
設
工
事
に
よ
り
、
基

幹
管
路
の
耐
震
化
を
図
っ
て
い
く
。

水
道
事
業
管
路
な
ど
の

　
　
　
　
　更
新
に
つ
い
て

問答

令
和
２１
年
度
ま
で
長
期
的
な
財

政
収
支
の
試
算
に
よ
り
、
水
道

料
金
を
令
和
５
年
度
以
降
平
均
３０
％

ア
ッ
プ
を
予
定
し
て
い
る
が
、
一
般
家

庭
の
資
金
繰
り
を
鑑
み
る
と
大
変
大
き

な
支
出
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

よ
り
精
度
の
高
い
資
産
管
理
、

更
新
費
用
を
把
握
し
、
収
支
計

画
を
含
め
必
要
な
見
直
し
を
行
う
。

　
お
客
様
の
負
担
を
考
慮
し
、
安
易
な

料
金
改
定
と
な
ら
ぬ
よ
う
慎
重
に
検
討

し
て
い
く
。

水
道
料
金
改
定
に
つ
い
て

問

答

鳥
海
山
を
取
り
巻
く
ド
ラ
イ
ブ

環
境
の
改
善
は
。

鳥
海
山
を
取
り
巻
く
観
光
資
源

は
点
在
し
て
お
り
、
周
遊
観
光

を
推
進
す
る
た
め
に
は
「
鳥
海
山
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
示
す
と
お
り
、
道
路
の

拡
幅
や
案
内
看
板
な
ど
ド
ラ
イ
ブ
環
境

の
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

環
鳥
海
観
光
推
進
の

　道
路
環
境
整
備
に
つ
い
て

問答

狭あいな祓川・関口分岐点

　令和２年６月定例会を５月２５日から６月１０日ま

での１７日間の会期で開催しました。

　市提出案件は５４件で、人事案件、条例関係、

契約締結、令和２年度補正予算などを審議し、

原案のとおり可決したほか、陳情１件を採択し、

委員会発案１件を原案のとおり可決しております。

　なお、５月１１日、６月３０日に臨時会を開催し

ました。専決処分報告１３件を承認し、市提出案

件の補正予算２件、条例関係２件を原案のとおり

可決しております。

総 … 総務常任委員会

教 … 教育民生常任委員会

産 … 産業経済常任委員会

建 … 建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表している

ものです。

６月定例会
５・６月臨時会

議論の中からピックアップ

新設された仮設診療所

帰国者・接触者外来を設置

問 　どのような状況の時に受診できるのか。

答 　仮設の診療所は、県の要請を受けて設置

したもので、ドライブスルー方式で医師の

問診を受け、ＰＣＲ検査の検体を採取する。

　ここでの診療は、発熱などの症状のある

人が、「帰国者・接触者相談センター」に

連絡、相談した上で、必要と判断された場

合のみ受診できる。

　県の補助により、仮設の診療所を設置しまし
た。 教

答 　４月２７日の開設以来、個人向けの特別

定額給付金や事業者向けの新型コロナ対策

支援金に関すること、その他健康、生活に

関することなど６月１日時点で２９５２件の相

談が寄せられている。

問 　相談内容、件数は。

　多くの相談が寄せられています。

新型コロナウイルス感染症
総合相談室への相談内容

総

答 　第２弾の給付事業では、生活関連サービ

ス業、学習支援業、卸売業、小売業などの

２７０事業所を見込んでいる。また、第３弾

としてこれまでの対象外業種で、給付対象

要件を満たす事業所に給付しようとするもの

で、５００事業所を見込んでいる。

　不公平感のないよう給付を実施していく。

問 　第１弾で対象外の業種を支援することにな

るが、事業所数はどのくらいになるのか。

　第１弾で対象外となった一部業種を第２弾とし

て申請を受け付け、さらに第１弾、第２弾に対象

とならなかった事業所に対して第３弾の給付事業

を行います。

第２弾、第３弾  新型コロナ対策
支援金給付事業

産

ガイドライン見直しが検討される
風力発電

４ページ・５ページに新型コロナウイルス感染症対策関連の記事をまとめて掲載しました。
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支
援
給
付
事
業
で
対
象
と
な
ら

な
か
っ
た
事
業
者
に
対
し
て
、

第
２
弾
、
３
弾
の
追
加
給
付
を
行
う
考

え
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
給
付
事

業
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
業

種
に
つ
い
て
、
再
度
精
査
を
行
い
、
支

援
金
の
給
付
を
実
施
し
て
い
く
。 正木修一

（無所属）

問答 新
型
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
給
付

　
　
　事
業
の
追
加
給
付
は

ここが聞きたい
一 般 質 問

年
度
末
休
校
分
の
学
習
遅
れ

は
、
学
校
再
開
後
早
い
段
階
で

補
充
を
ほ
ぼ
終
え
て
い
る
。
新
年
度
の

学
習
の
遅
れ
は
、
４
月
分
の
お
よ
そ
３

週
間
分
と
な
っ
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
が
登
校
す
る
年
間
４０
週
の

う
ち
、
各
学
年
の
学
習
内
容
は
３５
週
程

度
で
終
え
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る

答

年
度
末
か
ら
新
年
度
に
か
け
て

の
、
一
斉
臨
時
休
校
で
生
じ
た

遅
れ
は
ど
の
よ
う
に
補
充
し
て
い
く
の

か
。 問 学

校
一
斉
臨
時
休
校
で

生
じ
た
教
育
課
程
の
補
充
は

市
内
の
農
家
が
、
生
産
者
と
し

て
登
録
さ
れ
る
こ
と
は
、
地
域

全
体
の
生
産
技
術
の
向
上
や
意
欲
の
喚

起
に
つ
な
が
る
。
生
産
者
や
農
協
な
ど

と
情
報
交

換
を
行
い
、

要
望
な
ど

伺
い
な
が

ら
検
討
し

て
い
く
。

答

令
和
４
年
本
格
デ
ビ
ュ
ー
の
、

新
品
種
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
募
集
も

締
め
切
ら
れ
、２５
万
件
を
超
え
る
応
募

が
あ
り
全
国
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
生
産
者
登
録
さ
れ
、
研
修
、
先
行
作

付
け
が
来
年
よ
り
始
ま
る
。
意
欲
あ
る

生
産
者
へ
支
援
の
考
え
は
。

問 秋
田
米
新
品
種
生
産
者
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　支
援
は期待が大きい新品種 「秋系８２１」

の
で
、
今
年
度
分
の
内
容
の
履
修
は
可

能
と
考
え
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
や
教
職
員
の
負
担
軽
減

に
配
慮
し
な
が
ら
、
個
々
に
応
じ
た
学

習
、
習
熟
を
図
る
時
間
や
子
ど
も
の
成

長
を
促
す
行
事
な
ど
、
時
間
確
保
を
考

え
て
い
く
。

　本市の政務活動費は、会派や議員が行う調査研究費などの議員活動に充てることができ、月額１万円、１２カ月分

を一括交付するもので、交付に当たっては収支報告書の提出が義務付けられています。

　（※議会のホームページでも政務活動費の収支報告を掲載しています。）

令和元年度 政務活動費の収支を報告します

※広聴費、要望・陳情活動費、会議費、人件費への支出はありませんでした。※残額分は市に返還し、交付額を超える支出については、各会派及び議員が負担しています。

会派名・議員名 高志会 市民創風 公明党 社会民主党 日本共産党
阿部十全

議員
岡見善人

議員
正木修一

議員
合計

12 7 1 1 1 1 1 1 25

1,440,000

1,440,000

809,980

10,000

536,990

13,968

5,800

80,813

1,457,551

0

840,000

840,000

753,945

279,136

28,283

1,061,364

0

120,000

120,000

0

120,000

120,000

120,000

124,222

124,222

0

120,000

120,000

120,960

120,960

0

120,000

120,000

70,690

8,490

21,060

24,360

124,600

0

120,000

120,000

64,400

60,000

124,400

0

120,000

120,000

113,740

13,926

2,900

130,566

0

3,000,000

3,000,000

880,670

836,835

1,071,886

56,177

217,282

80,813

3,143,663

120,000

交付金(１人月額１万円交付)

調査研究費

研修費

広報費

資料作成費

資料購入費

事務所費

計

残　　額

主な使用内容

計

所属議員数 （人）

収
入

支

　
　

 

　出

＜調査研究費＞
・視察研修
（東京都、栃木
　県宇都宮市）

＜広報費＞
・会派報発行

＜研修費＞
・視察研修
（滋賀県東近江
　市、兵庫県小
　野市、和歌山
　県和歌山市）

＜広報費＞
・会派報発行

＜資料購入費＞
・資料書籍の購
　入

＜広報費＞
・民報　由利本
　荘発行

＜調査研究費＞
・現地調査（山
　口県下関市）

＜資料購入費＞
・報告会会場使
　用料

＜研修費＞
・地域活性化勉
　強会講演料、
　会場使用料

＜資料購入費＞
・資料書籍の購
　入

＜広報費＞
・議会活動報告
　発行

（単位：円）

第三セクターに係る調査特別委員会を設置第三セクターに係る調査特別委員会を設置
　６月３０日に開催された令和２年第４回臨時会において、第三セクターに係る調査特別委員会の設置

並びに委員の選任が議決されました。

　由利本荘市の第三セクターの経営状況及び今後の経営計画に関する調査活動を行います。

特別委員会設置の目的

　（１）第三セクターの経営状況に関すること

　（２）第三セクターに対する市の関与に関すること

　（３）第三セクターの今後の経営計画に関すること

　（４）その他関連事項に関すること

特別委員会で調査・研究する内容

　第三セクターに係る調査特別委員会は７名の委員で構成されています。また、委員会の中に作業部会

があり、委員の中の４名が作業部会のメンバーとして、調査事項の確認や原案作成にあたっていきます。

特別委員会の構成

《第三セクターに係る調査特別委員会》

◆ 委員会構成（◎委員長、○副委員長）

　阿部十全・佐藤健司・今野英元・大関嘉一

　○佐藤勇・◎長沼久利・伊藤順男

◆ 作業部会（◎部会長、○書記）

　◎伊藤順男・○佐藤健司・阿部十全・大関嘉一

後列

前列

由利本荘市議会だより  第61号（6月定例会） 215 由利本荘市議会だより  令和２年／2020年8月1日発行

１８日

２０日

５日

１６日

２４～２５日

体育協会評議員会

芸術文化協会連合会表彰式

本荘由利産学振興財団評議員会

市と市議会との合同要望（県内要望）

市と市議会との合同要望（中央要望）

５月

６月

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など

弔　　　事

４月 ５月 ６月

0円
（0件）

0円
（0件）

22,740円
（3件）

0円
（0件）

30,000円
（1件）

30,000円
（1件）

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議長交際費議長交際費

市議会からのお願い

議会日誌議会日誌

　新型コロナウイルス感染症の感染

拡大防止のため、傍聴の際には手指

消毒、マスクの着用、体温の計測に

ついてご協力ください。

 ３日

１０日

２４日

７日

１１日

１８日

２５日

２８日

２日

１０日

１８日

２４日

２６日

３０日

４月

５月

６月

議会報編集特別委員会

議会報編集特別委員会

当局との連絡会議

議会運営委員会

会派代表者会議

臨時会

産業経済常任委員会協議会

議会運営委員会

本会議（開会）

本会議（一般質問）　～２９日

委員会（議案審査）　～３日

議会運営委員会

本会議（最終日）

会派代表者会議

会派代表者会議

議会報編集特別委員会

議会運営委員会

臨時会

議会全員協議会

６
月
定
例
会

　本会議でどんなことがどのように話し合われ
ているのか、様々な手段で知ることができます。
皆さんの暮らしに直結していることばかりです。
ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は8／27～9／１8 ◀

議会を傍聴！ライブで！
事前の申込みは必要ありません。当日、
直接傍聴席（市役所本庁舎５階）へおい
でください。

会議録で読む
議会終了後２カ月程度で会議録ができあが
ります。冊子または、由利本荘市ホームペ
ージから見ることができます。

ケーブルテレビで生中継
本会議の様子を生中継でご覧になれます。

市議会カレンダー
● ９月定例会の予定 ●

８／１６１７ ２２

２３ ２６２５ ２８２７

３０ ３１ ５

２９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

９／１

１２

１３

６

１６ １７ １９１４

月 火 水 木 金 土

本会議
（開会）

常任委員会
決算審査
特別委員会

議会の予定は変更になる場合があります。

詳細は議会事務局までお問い合わせください。

（ＴＥＬ２４－６３８６）

日

２０１９

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

２１

２ ３
本会議

（一般質問）
決算審査
特別委員会

４

７
常任委員会
決算審査
特別委員会

８
常任委員会
決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

９ １０

本会議
（閉会）

１８
決算審査
特別委員会

１５

１８

１１

　８月１８日（火）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

●要望
　１．正確な情報の提供と公開　
　２．小中学校における対応
　３．相談体制の確立
　４．既存事業の見直し・拡大
　５．国や県への働きかけ

●提言
　１．ＩＣＴの活用について
　２．マスク等について
　３．市単独の経済的支援・関連施策について

… 議会からの要望・提言 …… 議会からの要望・提言 …
　新型コロナウイルス感染症は依然として世界各地で猛威

を振るっており、当市においても市民生活と地域経済に甚

大な影響を与えております。市議会ではその対策として、

市へ様々な要望・提言を行ってまいりました。

▶ ４月１７日　新型コロナウイルス感染症対策にかかる要望・提言

●要望
　１．支援金給付事業
　２．医療体制・妊婦及び子育て支援
　３．教育・学生支援

　４．きめ細やかな相談体制の強化
　５．コロナ禍を踏まえた防災・減災対策

▶ ６月１２日　新型コロナウイルス感染症対策にかかる市補正予算への要望

●要望への回答
　１．市独自の事業第３弾の提案など。
　２．新生児やひとり親家庭への支援など。
　３．消毒薬や手指消毒液、マスクなどの購入予算の確保など。
　４．子育て世代包括支援センター「ふぁみりあ」の開設やこどもプラザ「あおぞら」を拠点とした
　　　きめ細やかな相談体制の整備など。
　５．指定避難所のほか、福祉避難所の訓練実施など。

▶ ６月２６日　６月１２日付の要望に対する市からの回答

●要望への回答
　１．感染者情報の公開、三密回避、感染症ハラスメント防止など。
　２．生徒と教職員の検温、健康観察、マスク着用、換気、手指消毒など。
　３．「新型コロナウイルス感染症総合相談室」を開設など。
　４．緊急経済対策の第３弾など。
　５．帰国者・接触者外来仮設診療所の設置など。
●提言への回答
　１．オンライン会議、オンライン学習など。
　２．マスクや消毒液の購入配布、備蓄など。
　３．中小企業融資あっせん制度の利子補給や保証料負担など。

▶ ４月２４日　４月１７日付の要望・提言に対する市からの回答

　新型コロナウイルス感染症対策事業へ活用いただくため、政務活動費交付金の返還と各常任委員会
などの行政視察を行わないことを市議会の方針として決定しました。
　◎政務活動費交付金……3,000,000円　　◎各常任委員会等行政視察費……3,800,000円

▶ ５月７日　令和２年度政務活動費交付金と行政視察費の新型コロナウイルス感染症対策事業への活用を申し入れ

新型コロナウイルス対策関連新型コロナウイルス対策関連


